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タイトル 登録有形文化財（建造物）の登録 

内容 

令和５年 11 月 24 日（金）に開催される国の文化審議会（会長 佐藤
さ と う

信
まこと

氏）は、

登録有形文化財（建造物）として、新たに 290 件の建造物を登録するよう文部科学

大臣に答申します。 

市内での登録有形文化財（建造物）は次の５件です。（詳細「別紙１～５」） 

 

「大鴈
おおがん

丸家
ま る け

住 宅
じゅうたく

主屋
お も や

」 

「冨野家
と み の け

住 宅
じゅうたく

主屋
お も や

」 

「冨野家
と み の け

住 宅
じゅうたく

中門
なかもん

」 

「旧 料 亭
きゅうりょうてい

角田
か く だ

主屋
お も や

」 

「旧 料 亭
きゅうりょうてい

角田
か く だ

脇門
わきもん

」 

 

この結果、官報告示を経て、本市の登録有形文化財（建造物）は、合計１０件と

なります。 

 

※文化財登録制度 

 保存及び活用についての措置が特に必要とされる文化財を文部科学大臣が登録す

る制度として、平成 8 年 10 月に創設されました。 

 届出制と指導・助言・勧告を基本とする緩やかな保護制度で、従来の指定制度を

補完する制度です。 

 登録有形文化財（建造物）の対象となるのは、建築後 50 年を経過している建造

物で、次の基準のいずれかにあてはまるものです。 

   一 国土の歴史的景観に寄与しているもの 

   二 造形の規範となっているもの 

   三 再現することが容易でないもの 

問合せ 歴史文化課 担当者名 篠原 連絡先 24-2411  

備考 

報道解禁  

・ラジオ・テレビ・インターネット 

：11 月 24 日（金）17:00 以降 

・新聞 

        ：11 月 25 日（土）朝刊以降 

※文化庁・山梨県同時解禁 

※報道の解禁期日・時間は必ず厳守してください。 

 

News Release        発表日時：令和５年１１月 1６日 (木) 午後２時 
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別紙１ 

①大鴈
おおがん

丸家
ま る け

住宅
じゅうたく

主屋
お も や

 

所 在 地：富士吉田市上吉田 

建設年代等：明治前期／平成 28 年改修 

特   徴：上吉田の南東部に位置する御師
お し

住宅の主屋。明治前期の建築で、平屋建て

切妻造り平入り。式台や整った座敷を備え、富士講宿泊の様相を留める。 
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別紙２ 

 

②冨野家
と み の け

住宅
じゅうたく

主屋
お も や

 

所 在 地：富士吉田市上吉田 

建設年代等：江戸後期／昭和中期改修 

特   徴：上吉田の中央部西側に位置する御師住宅の主屋と中門。主屋は平屋建て切

妻造り妻入り。座敷とともに北西に御神前
ごしんぜん

を祀るなど御師住宅の平面をよ

く残す。中門は、簡素ながらも丁寧な造りで、御師住宅の構えを整える。 
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別紙３ 

 

③冨野家
と み の け

住宅
じゅうたく

中門
なかもん

 

 所 在 地：②冨野家住宅主屋と同じ 

 建設年代等：大正前期 

 特   徴：②冨野家住宅主屋のとおり 
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別紙４ 

 

④旧 料 亭
きゅうりょうてい

角田
か く だ

主屋
お も や

 

 所在地：富士吉田市下吉田 

 建設年代等：昭和 3年／昭和中期改修 

 特   徴：下吉田の月
げっ

江寺
こ う じ

参道に西面する旧料亭の主屋と脇門。主屋は正面に軒唐破

風に千鳥破風を重ね、座敷は出
で

節
ぶし

の極太床柱、折上格天井など豪壮。欄間

に梅の透彫を入れて飾る脇門とともに料亭の華やかさを伝える。 
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別紙５ 

 

⑤旧料亭角田脇門 

 所在地：④旧料亭角田主屋と同じ 

 建設年代等：昭和 3年／昭和 30 年代移築 

 特   徴：④旧料亭角田主屋のとおり 

 

 

 

 


